
 

令和６年度 第４５回山形市民文化賞 受賞者一覧 
 
令和６年度 第４５回山形市民文化賞の受賞者は、次の６人の方に決定いたしました。 

 

氏  名 活動分野 活動年数 

かさはら ひろみ 

笠原 博美 様 

（若柳
わかやぎ

 美茅華
みちはな

 様） 

日舞 
（直派分家若柳流） 

５０年以上 

功績： 昭和４８年名取試験に合格。その後師範試験を経て、長年にわたり,直派分家若柳流の後継者の指導・育

成に貢献している。 

国民文化祭２００３での公演や山形市日本舞踊合同公演、令和６年度県民芸術祭・山形市芸術祭開幕公演

等の多数の公演で自ら踊りを披露し、日舞の普及に尽力している。 

山形県花笠協議会内にある舞踊指導員会では、長年にわたり理事として活躍。市民団体や学校などの要望

に応じ、花笠踊りの指導を積極的に行う等、正調花笠の普及啓発に努めている。また国内だけでなく、台湾

などの国外で花笠踊りをＰＲするなど、日舞や花笠踊りを通じ、本市の文化振興・発展に貢献している。 

あさくら まさひろ 

朝倉 政弘 様 
能楽 ４５年以上 

功績： 昭和５２年から父・朝倉政藏師に師事し謡曲を始め、能楽の修練を積む。昭和５３年に謡曲団体「山形県

庁謡曲愛好会」へ入会、平成２２年に同会の会長に就任する。平成２９年には謡曲団体「朝 諷 会
ちょうふうかい

」の幹

事長、令和４年に能楽団体「観世流山形能楽の会」の幹事長となり現在に至る。 

    平成３０年の観世流能楽師範免状取得以前から、同好会、サークル活動等において継続的に謡曲の普及啓

発活動を行っており、現在は、多くの門下生に謡曲の指導稽古を行い、発表会の企画運営を積極的に行うな

ど能楽の普及に大きく寄与するとともに、本市の文化の振興・発展に貢献している。 

しぶや  さちみ 

渋谷 幸美 様 

（渋谷
しぶや

 博幸
ひろゆき

丈
たけ

 様） 

音楽 
（邦楽/筝（山田流）） 

５０年以上 

功績： 長年にわたり、山田流筝曲に精励しており、平成２５年からは、弟子仲間とともに「博筝会勉強会」を立

ち上げ、後進の育成に熱心に取り組んでいる。現在は、山形三曲協会の常任理事を務め、若い世代への邦楽

の普及のため、市内外の小学校において学校教育支援活動として邦楽演奏やお筝体験会を開催するなど、青

少年への教育にも尽力している。 

筝を通じ、和楽器による伝統文化の魅力を伝える活動を積極的に行い、邦楽の普及に大きく寄与するとと

もに、本市の文化の振興・発展に貢献している。 

伊藤
いとう

 純子
じゅんこ

 様 

（伊藤
いとう

 華仙
かせん

 様） 

華道 

(華道小原流) 
４５年以上 

功績： 昭和５３年に華道小原流に入門以来、長年にわたり小原流本部の指導により技術を高めるなど華道に精励し

ている。小原流山形支部の役員や監事、名誉幹部を歴任する一方、研究会などにおいて、社中の生徒たちが優

秀な成績を収めるなど、後進の指導育成に積極的に取り組み、華道の発展に尽力している。 

山形県華道文化協会においては、令和元年から事務局長を、令和４年からは監事を務めるとともに、明るく

楽しい人柄から他流の人達からの信頼も厚く、流派を超えた花展など多くの行事に積極的に参加するなど、華

道のみならず、市の文化振興・発展に貢献している。 



 

しょうた まさこ 

庄田 雅子 様 

(庄田
しょうた

 宗
そう

雅
が

 様) 

茶道 

（江戸千家） 
４０年以上 

功績： 幼少時代より茶道をたしなみ、昭和５８年より江戸千家に入門以来、長年にわたり茶道に精励し、現在に至

るまで、カルチャースクールや自宅茶室にて茶道の指導を行い、後進の育成に積極的に取り組んでいる。山形

茶道宝紅会の常任理事、山形県芸術文化協会、山形市芸術文化協会の代表理事を歴任、平成３１年から江戸
え ど

千家
せんけ

山形
やまがた

不白会
ふはくかい

会長として茶道の発展に尽力している。 

また、鈍翁茶会では、第1回目から参加・協力しているほか、山形市芸術文化協会の茶会や清風荘における

市民の茶会、月釜など数多くの茶会を積極的に担当し、茶道の普及発展に大きく寄与するとともに、本市の文

化振興・発展に貢献している。 

たかはし みつまさ 

 高橋 光正 様 
郷土芸能 

（西山形柏倉田植踊） 
４０年以上 

功績： 昭和４０年頃設立された柏倉田植踊り保存会（現西山形柏倉田植踊り保存会）に参加し、昭和５５年から田

植踊の芸能習得を行い、以来４０年以上にわたり活動している。平成２０年には保存会会長に就任し、会の運

営から会員の指導監督にいたるまで積極的に活動を行い、郷土芸能の普及発展、後継者の育成・発掘など、現

在まで芸能の維持存続に多大な貢献を果たしている。 

    また、令和元年から西山形小学校の児童を対象に西山形柏倉田植踊を伝授する活動を行うなど、郷土芸能の

地域振興を行うとともに、本市の文化振興・発展に貢献している。 

 

【参考】この賞は、本市の文化活動の一層の振興を図るため、長年、その道一筋に精励し、又は伝承を継承し、

その功績が顕著である方々を表彰するものです。昭和５５年に創設され、令和５年度までの受賞者数

は２１８名が受賞されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

文化スポーツ部文化創造都市課文化振興係 

Tel０２３－６４１－１２１２ 内線６３８ 


